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来春実施の2025年度入試では，2022年度より始
まった新学習指導要領に対応し，特に大学入学共
通テスト（以下，共通テスト）において，教科・
科目の再編など大掛かりな変更があります。なか
でも，教科「情報」については，国立大学協会が
原則6教科8科目を課す方針を打ち出したことに
より，20～30万人が受験すると河合塾では推定し
ています。そこで今回は，共通テストを中心に，
各大学の教科「情報」への対応状況，河合塾の模
試結果からの現状分析，今後の受験指導について
ご報告いたします。先生方のご指導の一助となれ
ば幸いです。

1．共通テスト「情報」国立大では原則必須受験。
ただし，各大学の配点に注意

まずは，共通テストについて，各大学でどのよ
うに「情報」が扱われることになったのかを見て

いきましょう（図表1）。
国立大学では，ごく一部の大学を除き，必須で
の利用が基本となっています。公立大学は，45％
の大学が必須で課すものの，もともと科目数が少
ない大学においては，選択科目として置くケース
も多く，対応が分かれました。
私立大学の共通テスト利用方式においては，本
資料が発行される段階では，各大学の入試要項が
出揃っているかと思いますが，選択科目として課
すケースが主流で，「情報を受験していないと出
願できない」という大学は稀であると考えてよい
でしょう。
ここで確認しておきたいのが，各大学の配点で
す。共通テストを6教科8科目受験すると，満点
は1000点となります。そのうち「情報」は100点，
つまり全体の10％が「情報」の得点となります。
国公立の各大学の共通テストの配点のうち，「情
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図表1 共通テスト「情報」大学の利用方法

解 説
教科「情報」の入試情報と受験動向
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図表2 国公立大学 共通テスト「情報」配点比率
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図表3 2025年度入試「情報」出題公表大学

報」が占める割合を算出していくと，図表2のよ
うになります。
6割を超える大学で，「情報」の配点比率が

10％未満，つまり，配点比率を素点よりも下げて
いることが分かります。
他の教科・科目の受験準備もある中，このよう
な配点比率の「情報」に，どれだけの時間と労力
を割くことができるかが「情報」の受験対策にお
ける課題のひとつです。

一方で，導入初年度から「情報」を積極的に活
用していこうと，配点比率を高く設定する大学も
あります。たとえば，広島市立大学（情報科学部）
の後期日程は，個別試験を含めて900点満点です
が，共通テスト「情報」で200点，さらに個別試
験でも「情報」を出題して，その配点が300点で
す（図表3）。こうした出題科目・配点の設定を
みると，「情報」が得意な学生に入学してほしい，
そうした生徒に志願してほしいという，大学から
の強いメッセージを感じます。
また「情報」を必須で課すものの，配点を設定
せず，出願資格や最後の総合判定の参考として利
用するという大学もあります。こういった大学
や，配点比率を極端に低く抑えている大学は，
2025年度入試においては新教科ということで，受
験生の負担や不安を考慮したということでしょ
う。ただし，今後「情報」の出題が安定していけ
ば，これらの大学においても配点比率は高くなる
ものと思われます。2025年度入試においては「情
報」の配点をゼロとしていた北海道大学も，2026

年度入試では得点化することを予告しています。
2025年度入試の配点だけを見て，軽く見積りすぎ
ないよう，今後も注意が必要です。

さらに，個別試験において「情報」を課す大学
も，徐々にではありますが，増加しています（図
表3）。文部科学省でも，高等学校DX加速化推
進事業（DXハイスクール）で『情報Ⅱ』の設置
を後押ししており，今後は慶應義塾大学（総合政
策学部・環境情報学部）のように個別試験におい
て『情報Ⅱ』までを出題範囲とする大学が，他に
も出てくることが想定されます。「情報」が得意
な生徒にとっては，その力を生かすことができる
場は増えてくるものと思われます。

2．得点力アップはこれから。まずは共通テスト
型の出題傾向に慣れること

次に，河合塾の模試の結果から，受験生の傾向
や準備状況などを見てみましょう。
河合塾では，2024年1月に実施した高校2年生

（現在の高校3年生）対象の「全統共通テスト高
2模試」から，「情報」の出題を始めています。
また，2024年度に実施する模試では，共通テスト
本番での旧課程履修者への経過措置を踏まえて，
模試においても旧情報科目を選択できるようにし
ています。
まずは「全統共通テスト高2模試（以下，高2
模試）」と，2024年春に実施した「第1回全統共
通テスト模試（以下，第1回模試）」での，「情報」
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図表4 共通テスト模試「情報」得点状況

図表5 共通テスト模試「情報」得点分布の得点状況を見てみましょう（図表4）。

『情報Ⅰ』の平均点は，高2模試で50.0点，第
1回模試では56.5点でした。他の教科・科目と
比較すると，やや高い平均点となりました。
また，既卒生のなかには，高校では履修してい
ない『情報Ⅰ』を選択した受験者もいました。通
常，平均点は既卒生の方が高く出るのですが，
『情報Ⅰ』では，その差はわずかでした。共通テ
ストでは，「情報」に限らず，いずれの教科・科
目においても，会話文を含んだ長い文章や複数の
図表・資料の読み取りを求める設問が多いという
傾向があります。そのような出題傾向への慣れと
いう点において，未履修であっても既卒生に優位
性があったのでしょう。もちろん現役生も，これ
から模試の経験を重ねていくことで，共通テスト
型の出題に慣れていくため，この点を心配する必
要はないでしょう。
図表5の得点分布を見ていくと，平均点を中心
に，対称に広がっていて，正規分布に近いといえ
ます。ただし，他の教科に比べると，平均点付近
に集中しているという傾向が見られます。低得点
者もいなければ，一方で，高得点をとる受験者も
いないという状況です。「差がつきづらい」とい
う見方もできます。もちろん，教科・科目ごとの
問題の特性による影響もあると考えられますが，
この時点では，まだ生徒の受験準備が進んでいな
いという様子がうかがえます。前向きにとらえれ
ば，これから本格的に共通テストに向けた対策を
積み重ねることで，まだまだ得点力を伸ばすこと
ができるということでもあります。

3．「アルゴリズムとプログラミング」問題での
得点が課題。差がつくポイントに

では，どのように得点力をつけていけばよいの
でしょうか。ここでは，大きく2つのアプローチ
を考えていきましょう。
まずは，前掲の図表4で，大問ごとの得点状況
を見ると，高2模試でも，第1回模試でも「アル
ゴリズムとプログラミング」で得点できていない
ということが分かります。プログラミング分野の
出題は，共通テストで新たに「情報」が出題され
るにあたり，もっとも注目されているポイントで
もあります。設問の中のコードを見ただけで拒否
反応を示すような生徒もいることでしょう。逆に
いえば，ここを乗り越えることで，大きな得点源
になるということでもあります。
プログラムも「言語」ですから，まずは「慣れ
る」ことが必要です。ただし，共通テストで問わ
れているのは，必ずしもプログラムを書く能力で
はありません。問題文の中から，何のためのプロ
グラムを作ろうとしているのかを理解し，そのた
めにはどのような手順が考えられるのかを読み取
る。さらに，その手順と設問中に示されているコ
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ードを照らし合わせて，これを実行したときに，
どのような結果になるのかを読み解くことで，コ
ードの穴埋めや修正を考える力。つまり，「アル
ゴリズムを考える力」と「プログラムを読む力」
の2つの力が得点に結びつくのです。

4．「情報」の知識なしで回答できる場合も。そ
れでも基礎知識は外せない

もう1点は，共通テスト対策としては当然のこ
とではありますが，基礎的な知識を押さえること
です。たとえば，第1回模試では，通信技術の変
遷をテーマに，狼煙（のろし）で伝達できるデー
タ量に関する文章を取り上げました。1つの狼煙
で1度に伝えることのできるデータ量を問うた穴
埋め問題では正答率が4割でした。しかし，続い
て狼煙の種類を増やして，伝えることのできるデ
ータ量を確認する小問では，正答率が8割を超え
ていました。用語の理解だけを考えれば，2つ目
の設問の方が知識を深堀りする問題で，やや難度
が上がる設定だったのですが，実は2つ目の設問
は，題材の文章を踏まえて数式にあてはめて考え
ていけば解ける，数学の要素の強い問題でした。
「情報」としての理解ではなく，数学力による正
答率の差だったのです。
まだ「情報」の受験準備が進んでおらず，知
識・理解が十分ではなくても，文章を正しく理解
して，数学をはじめとする他教科の知識を活用す
ることで，正答にたどり着ける場合もあるので
す。前述の得点分布で，低得点者が少なかったの
は，このような「情報」の問題の特性が影響して
いるのかもしれません。しかし，それだけでは
「情報」の知識をストレートに問われると，手が
出なくなってしまいます。1点や2点を競う状況
においては，このような小問を落とさないことが
重要です。
教科書や用語集などを使って基礎事項を押さえ
ながら，プログラミングを中心に，問題演習によ
って共通テスト型の出題に慣れていくという，2
方向でのアプローチが求められます。

5．模試はもっとも本番に近い問題集。最大限の
活用を

しかし，当然ですが，共通テストの「情報」に
は過去問がありません。共通テスト対策を謳った
問題集も各社から発行されていることかと思いま
すが，まだまだ長い文章や多様な図・資料を扱っ
た共通テストの出題傾向に対応した問題は少ない
でしょう。現在，拠り所となるのは，2022年11月
に大学入試センターから提示されている「試作問
題」ということになります。これに加えて，ぜひ
模試をご活用いただければと思います。年間を通
じて受験することで，すべての分野をカバーする
1冊の共通テスト対策問題集として使っていただ
けます。
また，本資料が先生方のお手元に届く頃には，
今夏に実施した「第2回全統共通テスト模試」の
結果も出ているかと思います。情報科の先生方の
中には，これまでに受験指導のご経験のない方も
いらっしゃることでしょう。特に現役生において
は，ここからが本格的に得点力をつける時期にな
ります。しかし，前述したように「情報」の受験
対策に割ける時間・労力は限られています。個々
の生徒について，目標とするレベルと，現在地と
の距離感を確認し，どこを強化することで，その
距離を埋められるのかを生徒と一緒に考える。課
題を明確にして，効率よく得点力を身につけるた
めにも，模試の問題とデータを最大限ご活用いた
だければ幸いです。

最新の情報は，河合塾のウェブサイトでご確認く
ださい

〈生徒向け〉
河合塾の大学入試情報サイト Kei-Net
https://www.keinet.ne.jp

〈先生方向け〉
教育関係者のための情報サイト Kei-Net Plus
https://www.keinet.ne.jp/teacher

情報科教員応援サイト キミのミライ発見
https://www.wakuwaku-catch.net


